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1 調査目的 

今後の人口減少社会を迎えることや節水をはじめ、水道水の使用状況などが変化していることも踏まえ

て、将来にわたって安定して、安全で安心な水道水を市民の皆様に提供できる水道事業経営のあり方を検

討する中で、市民の皆様における水道水の使用状況などを把握する資料とします。 

① 調査概要 

調査項目 水道事業に関する設問 全26問 

調査対象 水道水を使用している豊田市民(令和3年3月末時点)から無作為に抽出した 

2,000世帯 

調査地域 豊田市内 

調査方法 調査票を郵送にて配布・回収（インターネットによる回答の回収も実施） 

調査期間 令和3年7月1日～7月30日 

② 回収結果 

回答数 1,145人 

回収率 57.3%（1,145人／2,000人） 

※グラフ上の数値は回答数を表しています。 

2 回答者の属性 

回答者は70代以上が最も多く、60代、50代の順に多く見られます。一方、20代の回答が最も少な

いです。また、回答者の世帯人数は、2人世帯が最も多く見られます。 

年代 

世帯人数 

3 水道水の使用状況について 

3.1 使用水量について 

アンケートに回答した人のうち 80%以上が、使用水量のお知らせについて、「確認する」「時々確認す

る」と回答しています。 

「使用水量のお知らせ」を確認しているか 

29 111 274 721

10

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
全く確認しない ほとんど確認しない 時々確認する 確認する 無回答

水道の使用に関するアンケート結果報告書（市民向け） 概要版

9
86 148 197 241 458

6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無回答

71 90 99 210 265 406

4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６人以上 ５人 １人 ４人 ３人 ２人 無回答
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3.2 節水について 

普段の節水についても、「心掛けている」「やや心掛けている」と回答した人は全体の80%以上となり、

大多数の市民が使用水量に関心を持ち、節水意識をもって節水に取組んでいることがわかります。

普段、節水を心がけているか 

3.3 節水方法について 

節水方法としては、「その他」の回答が最も多く、具体的な取組としては「風呂（シャワーヘッド）」「節

水型トイレ」「節水型洗濯機」が多く見られます。節水意識の高さと節水機器の導入が、水道使用量減少の

一因となっていると考えられます。 

具体的な節水方法（複数回答可） 

4 安全性と備蓄状況 

4.1 水道水の安全性について 

水道水の安全性については、80%以上の人が安心感を持っています。一方で、水道水に不安を感じる理

由については、「水道管の状態（さびなど）」と「消毒のための薬品の使用」が多く見られます。 

豊田市の水道水の安全性について 

水道水に不安を感じる理由（複数回答可） 

32 125 392 584

12

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
特に心掛けていない あまり心掛けていない 心掛けている やや心掛けている 無回答

6

25 39 55 405 602

13

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
不安を感じている どちらかと言えば不安を感じている 分からない
どちらとも言えない どちらかと言えば安心している 安心している
無回答

4 6 8 13 14 7 19

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

水圧・水量不足 におい 水源となる川や井戸の水質
消毒のための薬品の使用 水道管の状態（さび等） その他
無回答

12

12

50 178 220 308 316 530

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
洗面台 キッチン（食器洗浄機、蛇口等） 節水型洗濯機
節水型トイレ 風呂（シャワーヘッド等） 導入していない、わからない
その他 無回答
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4.2 災害用の飲料水備蓄について 

災害に備えて飲料水を備蓄している人は、「市販のペットボトル」を使用している人が最も多く見られま

す。多くの市民が災害への危機意識を持っていることがわかります。 

地震等の災害に備えた飲料水の備蓄状況 

4.3 上下水道局の取組について 

水道事業の安全性を高める取組（老朽設備の更新、耐震化等の実施）の認知度は10～30%程度である

ことがわかります。これらの取組について積極的な広報や丁寧な説明に努めて、認知度を向上することで、

料金改定の理解を深めてもらうことができると考えられます。 

上下水道局で行っている取組を知っているか 

5 水道事業について 

5.1 水道施設等の修繕について 

水道の施設、管路の更新・修繕については、ほとんどの回答者が更新の必要性を感じる旨を回答してお

り、そのために水道料金が上がるのがやむを得ないと回答した割合も60%程度となっています。 

水道の施設・管路の更新・修繕について 

63 324 737 58 539

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

災害用備蓄飲料水『とよた水物語』を備蓄 備蓄していない 市販のペットボトル水を備蓄 その他 無回答

188

118

184

362

316

343

270

372

408

360

549

690

521

313

427

65

67

68

62

42

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 聞いたことはあるがよく知らない 知らない 無回答

（イ）老朽化した水道管や浄水場、配水場などの水道施設の

更新や改修を計画的に進めていること

（ウ）大規模地震の発生に備え、計画的に配水場や浄水場などの

施設の耐震化を進めていること

（エ）配水場から病院など重要施設へ連絡する水道管路の

耐震化を進めていること

（オ）災害時などの断水時に、臨時的に利用できる給水施設を

整備していること（応急給水施設）

（ア）２４時間・３６５日、水質や施設の監視や水道管路の

漏水修繕対応等を行っていること

313

487

923

366

380

159

274

175

26

56

25

4

95

42

3

41

36

30

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う ややそう思う どちらとも言えない ややそう思わない そう思わない 無回答

(ア)漏水や施設の停止によって生活に影響を及ぼす断水が
起こらないように、今後増大する老朽化した水道管や

施設は計画的に更新をする

(イ)漏水・断水を未然に防ぎ、発生時には、迅速に対応
するために、修繕などの維持管理費が増加するのは

やむを得ない

(ウ)生活に影響を及ぼす断水が起こらないように老朽水道
管や老朽水道施設の更新を計画的に進めるために、水

道料金が上がるのはやむを得ない
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5.2 水道事業に対して重要だと思うこと 

水道事業に対して重要だと思うことは、「災害に強いライフライン」と「安心して使える水道」の回答が

最も多くなっており、次いで「安全でおいしい水づくり」の順に回答が多くなっています。

水道事業に対して、重要だと思うことはどれか（複数回答可） 

5.3 水道事業に対する現状の満足度 

水道事業についての現状の満足度は、「安全で安定した水の供給」が最も多く、次いで「おいしい水の供

給」「水源水質の保全」の順に回答が多くなっています。

水道事業についての現状の満足度 

以上の結果から、上下水道局の現状に対して市民から一定の評価を得ていることがわかりますが、今後も安全・

安心で、災害に強いライフラインである続けることが期待されています。 

6 アンケート結果の概要 

水道使用量への関心と節水意識については80%以上の市民が持っていることがわかります。 

水道インフラの老朽化に伴う対応の必要性はほとんどが肯定的な回答になっているほか、そのための料金値

上げについては、約60%の人が肯定しています。 

水道水の安全性や安定供給に対する信頼は高い結果になっており、事業への満足度も高くなっています。

一方で、情報提供に関する事業への満足度は他項目に比べて低く、水道事業の認知度向上の余地が見られ

ます。 

861 861 818 382 349 304

56

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
災害に強いライフライン 安心して使える水道 安全でおいしい水づくり 環境にやさしい水道

持続する水道事業 水道サービスの向上 無回答

156

215

198

406

402

476

418

275

239

727

254

287

247

417

436

411

357

344

325

336

567

532

601

254

238

179

294

400

497

50

65

38

29

8

12

23

14
60

15

1

25

12

9

3

4

5

3

13

6

1

78

61

61

57

53

51

59

53

63

30

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（コ）情報提供の充実

（ケ）お客様サービスの向上

（ク）経営の効率化

（キ）水源の確保

（カ）水源水質の保全

（オ）おいしい水の供給

（エ）断水や水圧不足の無い施設維持

（ウ）低料金による水の供給

（イ）地震等の災害に強い施設整備

（ア）安全で安定した水の供給

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満 無回答

豊田市上下水道局では、将来にわたり災害に強い施設を構築するとともに、

安全・安心な水道水を提供できるよう取組んでいきます 

発行 ：豊田市 上下水道局 経営管理課 
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